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3. 都市計画区域マスタープラン等 

 

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（以下、「都市計画区域マスタープラン」という。）は、東

京都が広域的な視点から定める都市計画の基本的な方針です。都市計画法第18条の2に基づき区が策定す

る都市計画の基本的な方針は、この都市計画区域マスタープランに即して定めることとされています。 

さらに、都市計画区域マスタープランを実効性のあるものとする具体的な方針として、「都市再開発の方

針」、「防災街区整備方針」、「住宅市街地の開発整備の方針」の 3 方針を定めています。東京都は、平成26

年12月に都市計画区域マスタープラン及び防災街区整備方針、平成27年3月には都市再開発の方針及び

住宅市街地の開発整備の方針を変更しました。豊島区内での各内容は次のとおりです。 

図表 1-4 都市計画区域マスタープラン等の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 都市計画区域マスタープラン 

   「都市計画区域マスタープラン」は、都市計画法第6条の2に基づき、都道府県が広域的な一体

性を確保する上で配慮すべき事項について定めます。この中で、豊島区内の特色ある地域の将来像とし

て、次のとおり示されています。 

 （池袋） 

○池袋駅周辺では、駅施設の機能更新と街区再編を進め、都市の一体性を高めることで商業機能の強化、エ 

ネルギー利用の効率化及び防災対応力の強化を図り、業務、文化・芸術、娯楽、情報発信などの機能が集 

積・連携した、国際性の高い、安全・安心でにぎわいと活力を備えた個性ある副都心を形成 

○都市計画道路の整備に伴う交通環境の変化に併せて、歩行者を優先した道路空間と街路樹や屋上緑化など 

による連続的な緑を創出し、歩いて楽しい回遊性のあるまちを形成 

 （東池袋） 

○造幣局移転後の跡地における計画的な土地利用転換と連動して、補助第 81 号線の整備や不燃化特区制度を

活用した沿道まちづくり、建物の不燃化・共同化を促進し、木造住宅密集地域の改善が加速することによ

り、安全なまちとして再生 

 （雑司が谷） 






